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各{主Jiの日射五?などについては今迄にも粕微な研究が
かなりなさ ttている。しかし これらはすべて日射受熱Jic
'2) 
を取扱った研究である。 また日照時間を扱った研究もあ
るが.すべて一線或いは数機の建物が造る日影時間1を;1'1
t):するものである。その他. 日l慌の心理評価l簡を係り上
(31 
げた研究もあるが，本研究のように，建物の形状もは っ
きり していないような.例えば団地計画の初期の段階な
どに.地域 ・各{主戸の 日JtI¥条件のチェックが容易に行え
るよ うな実用的な資料を求めた研究はない。 ζの研究で
得られたデータは居住環境を改善 -向上させていく上で
客観的な法礎条件の lつを与えるむのであると考えられ
る。
尚 r日照時unJの:意味として，気象学ては.降汚物
とは無関係に.目白・ 公などを考えて.その土地に実際に
B!KIのある時r:aをいうが.最近{立法規などでも障害物な
どを巧ー服したある点の可能な日当り時間を:古一味して用い
られており.キ"翁文でむ可能な日当り時間の;立味にmい
ている。
調査の方法
1. 鯛査対象
調*-対象lム位"司，liJt内北部地区(野田 !ゐrn，庄内
の3小'下校1>()の住宅で.サンプルは，控物問問との1M
係 (除隊間隔 と対面建物階日)及ぴ東西日照.南日照の
別にタイフ化し.それぞれの粂件について最も代ぷ的で
あると忠われるものを%。帥の地図上から選び出した。サ
ンプル数li 合~f'l20 て . その内わけは 表ー 1 の通り である
サンフル数は.IEP数として記しているが，住宅形式
によって該当しないむのがあったり ， l' 2 ~告の別、 あ
るいは一棟に住戸が連続 している場合にli，端を含めて
3戸ぐらいとる必要があること等から，タイプによって
はむらがみられる。なお，これらのサンフルは.名タイ
フの典引伊jであり. 一住戸内でも他の関口部についても
2節に述べる方法で日照時間測定のための船影を行ない
これらのサンプJレ数のむらを舗な うこととした。 jli影筒
所は全体で536件に及んでいる。
ぷkiをJ申lIll立5月18日から6月1日の約2j且11である。
尚.調査した(主戸の配置を図ー1に示す。
2. 日照時間の測定方法
各i主fIの各階に於て，I羽口部中央の床上 1m 尚さで.
180・視野の.r;t色が円形に写る等距荷量射影魚眼 レンズ{ナカ
ノラ{図-2)を用いて煩彩しその写』主に太陽軌道図
(図-3 )を重ねて，日照時間を求めた。
図-4の如 <.iP.'1定対象の窓に.鉄製アングルの先端
にとリつけたカ メ ラが~中央所定の高さに来るようにセ
γ トし.水準緑を用いて.水平になるように調節した。
次に磁石でもって磁北を測定L，レンズの縁に磁北方向
にあわせて . / '7ヨウジを立て.写真の小にツマヨウジ
を写し込んで太陽軌道図を昆ねる際の目印とした。ただ
し ， 彼Jヒ 1 ;iJ't:~tに対して大阪地方てd商へ 6・23.2' 偏って
表ー 1 日fl(¥条イ'1:のタイプとサンプル数
ド流出I:il附 対面lt 京 両日照 同，j I:l !HI 物l骨量 タイプサンプル数 タイプサンプル数
8m 以上 xt 10 Yo R 
4-8111 11務 X 3 Y 5 2監 J金 4 y， 4 
H符 ぬ 3 Y‘ 4 2-4m 2附 x. 16 Y 18 
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図ー 1 調査対象住戸
いるので，太陽軌道図を重ねる時に修正した。また方位
測定時，磁石の周辺に金属製の物品があったりすると磁
針の方向を狂わせるので，この点充分注意した。
図-5に一例を示す如し太陽軌道が建物などの遮蔽
物にかからない範囲が撮影位置に陽が当る時刻であり，
この時刻から， 日照時間を求めた。尚.日照時間は一年
の内で太陽高度が最も低くなる冬至について求めた。
結果及び考察
1. 遮蔽物の仰角と日照時間の関係
或る地方，或る日の日照時間は， 日照遮蔽物の方位角.
1fl角が決まれば.太陽軌道との関係で自づと決って来る
ものである。故に， 日照遮蔽物となる対闘の建物の階数
距離にかかわらず.1fp角が等しければ，等しい日照時間
図-2 測定に使用した魚限レ ンス付カメ ラの写真
居
?
- ，町住先 日
図-3 等距離射影太陽軌道図 (北緯35・)
図-4 角Of!レンズ付カメ ラでのiQlJ定状況の写真
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図-5 日照時間の読取説明図
が得られると考えられる。しかし実際には，対面建物は
平行無限のものではなしその隣りには，高さ，大きさ
の異な右建物が建っているため，そ 7単純ではない。そ
(2) 
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こで，種々雑多な建物が存在する現実の環境で充分な精
度で対面建物の仰角から日照時間を求めるこ とが出来る
かどうかを調べるため，対面建物のf!P角でも って，測定
した日照時間を整理した。尚，先にも述べた如 く.対面
建物の階数による差異はないと思われるが，一応iWl定位
置を基準にして対面建物の階数別に印を変えてプロ ソ卜
したのが， 図-6と図-7である。図-6は南向窓， 図
-7は東西向窓について求めた結果である。
図でも明らかな如<， f!D角5.毎に日照時聞の中央値を
求めてみる と，対面建物の階数， 距離に拘わりなく日開.
遮蔽物のがIJ角で日照時間が決まるこ とは日月らかである。
故にこの結果から， 日照時間 (Y 単位:分)と対商
建物の仰角 (X 単位:皮)の関係の一次回帰式を求め
ると
南向窓の場合 y = -9 . 9x + 534 
相関係数 r= -0.953 
東西向窓の場合 y = -2.4 x + 165 
相関係数 r=-0.973 
が得られた。求めた回帰直線を図-6，図ー?に示す。
また対面建物が無限に平行であると仮定した場合の，対
面建物の1!拘と日照時聞の関係も図示する。
南向日照の場合.対面建物として無限に平行なものを
予想した状態に較べて，仰角30・以上の範聞では笑湖1し
た日照時間の方が長くなっている。このような結果が得
られた瑳由としては.南面の建物は太陽軌道とほゾ平行
であり， しかも大阪地方の冬至正午の太陽高度は約31・
であるため，それより対面挫物が高いと理論上自問、は受
けられないが.正面から方位角で左右60.の範囲内の建
物聞に隊問や屋恨の低い部分があれば，特に正面附近で
は僅かの線開からでも日照が得られるためである と考え
られる(対面建物が低くて既に日照が得られている場合，
それ以上隙聞などがあ っても 日照時間には影響しない。
しかし太陽の軌道附近に建物の頂上があると僅かの凸
凹でも日照時間に大きく影響する )。
一方東西l向窓商では無限に平行な建物がある場合に得
られる日照時間よりも， 日照時間のが1角毎の中央値及び
日照時間の回帰直線とも少ない値を示している。
東西向窓商では， もともと正面から方位角で30・以上
南からでないと冬至には日照を受けられない上，対Ifti建
物の亨1に対し て太陽軌道がは J直交している関係から，
少々対面鐙物相互聞に隊問などがあ って も日開。を得られ
ることが少なし無限に平行な対面建物を想定した場合
の日照時間より多くなることは稀であり.文窓枠による
日照i!.t蔽も大きいためと考えられる内 l札現在繍棟間隔
を決める資料として用いられている前商隣陳係数叫(図ー
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図-7 i虚蔽物の{il角と日iRl.時間の関係
8 )はl有向のもηしか与えられて必らず. しかも対面建
物が同一高きで無限に平行の場合のものであり.先に述
べた在日し筆者らの実泊1した日照時間と照合すると.4 
時間日!慣の辺りでは11"実is!fl直と一致するものも .その
他の日照1時間についてはかなりの誤差が見込まれ.必ず
しも適当な資料とはいえないことが明らかになった。
2 隊棟間隔と日照時間の関係
正確な日照時間は対面建物の形状や間隔な どが精 しく
わからないと求められないが，都市計画などの段階では
個々の建物のディテールも決ま っておらず，またこの段
階では各地点での正確な日照時間はそれ程必要なし{主
(3) 
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図-8 総皮別，冬至日熊時間と前面隣棟係数との関係
練の配置や街路などを決めるための日照時間が求められ
れば充分という場合もある。
結局，前節で明らかにした如<，このような場合に対
しては対面建物の仰角でおさえることで，充分な精度の
日照時間を知ることが出来るといえる。
しかし，都市計画 ・建築計画などは，特に初期の段階
では.地図や配置図.平面図などの上で検討されること
15 
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図-9 日熊遮蔽物の種類と頻度
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が多い。この場合，対面建物が仰角で扱われていたので
は利用し!舵し例えば隣棟間隔などのように，遮蔽物と
の距艇の関係で日照時聞が与えられている方が便利であ
る。そこで先に求めた遮蔽物の仰角と日照時間の関係を
隣練間隔と日照時間の関係に改めてみる.
2. 1 附束間隔
遮厳物の仰角は，受照窓位置と日照の遮蔽物になる対
面建物との間隔，及びその遮蔽物の高きの函数である。
飲に遮蔽物の高きがわかれば遮蔽物までの水平距離をそ
の仰角から求めることが出来る。
2，1. 2. 遂蔽物の仰角と遮蔽物の種類の関係
遮蔽物の仰角と遮蔽物の種類の関係を実測した対面建
物について調べてみる。遮蔽物の種類を(1)閥，(2)棟，(3) 
笠・塀・樹木その他，に3大別して仰角別に頻度を示し
たのが図-9，図-10である。頻度としては臓が一番多
〈全体の57%を占め，機33%，壁その他10%の順に少な
くなる。特に廟と棟が日照の遮蔽物となっている頻度は
90%に達する。故に以下の考察において.遮蔽物として
は対面建物の廟・棟について行なう。
遮蔽物の仰角45.附近では腐の頻度が高<，仰角20.
附近では棟が日照の遮蔽物となっていることが多い。仰
角30・附近で遮蔽物として腐と棟が入れ換っており.瓦屋
15 
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図ー10 日照遮蔽物の秘頬と頻度
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板の勾配に練瓦の高きを加味したf置とはず一致する。
2.1.2 遮蔽物までの直線距離と隣棟間隔の関係
実現IJした遮蔽物の仰角及び直線距艇をもとにして遮蔽
物までの水平距艇を計算し.こうして求めた実調IJ水平距
離と，同じ建物について縮尺xo帥の地図上で計った隣棟
間隔の関係を図示すると図ー11の如くになる。遮蔽物が
腐の場合と練の場合に分けて回帰式を求めると
遮蔽物が腐の場合 y=1.13x-0.3
r =0.985 
遮蔽物が練の場合 y=1.08x +3.5 
r =0.984 
但し x=Y.。帥地図上て酬の隣棟間隔 (m)
y=遮蔽物までの実測した水平距雌 (m)
r=相関係数
が得られた。旦日ち遮蔽物が腐と棟とでは平均約4mの水
平距離の差があるといえる。この結果から，廠位鏡の実
調IJ水平距離ははず地図上の隣棟間隔に相当する (始。。地
20 
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図ー1 地図上の隣棟間隔と笑iJllJ隣棟間隔の関係
図上に示された建物の外郭は航空写真をもとにしている
ため廟の位置に当り，一致して当然である)が，遮確宝物
が練の場合，隣棟間隔に直すには約4m分水平距離を減
らしてやる必要がある。
また回帰式の相関係数から，協同地図上で読み取った
隣棟間隔が笑泊l水平距離に対して充分な精度をもってい
ることカfわかる。
2.1.3 遮蔽物の高さ
練高，軒高といった建物の高きは，普通の住宅建築の
場合 1階建ふ 2階建と階数別にみればそれ程大きな差
-91ー
異はない。そこで今回実調IJした建物の練高，胸高の各平
均値を求めてみる。各住戸の棟高，府高め累積頻度を階
数思Ijに求めたのが図ー12，図-13である。
1階建の府高.棟高の中央値は，夫々2.90m，4.50m 
であり， 2階建の中央値は胸高5.60m，僚高6.80mとな
った。いずれの場合も中央値からの散ばりは少ない。
2.2 笑調IJ隣機関隔と日照時間の関係
前節で求めた日照遮蔽物の仰角と.今求めた建物の高
きから遮蔽物までの水平距般を算出し，それと同じく前
節で求めた仰角と日照時間の回帰式から遮蔽物までの水
平距艇と日照時間の関係を導びくと図ー1.1こ示したよう
な回帰曲線が得られる。
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図ー12 対面建物の耳目高・棟高の累積度数分布図
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図ー13 対面建物の胸高 ・様高の累積度数分布図
尚，糠位置と廟位置での水平距離には約4mの差があ
るという先に求めた結果に基づいて， 遮蔽物が棟の場合
隣棟間隔を約3-4m減らして回帰曲線を描いた。
回帰幽線は丁度遮面宝物が府から練に代わる辺り(対面
建物が1階建の場合約6m， 2階建の場合約12mで¥い
ずれも仰角約25・に相当する)で曲りが急になっている。
また，遮蔽物として腐が主になる範囲と棟が主になる
範囲に分けて，窓から遮蔽物までの実測水平距離と日照
時間の関係の直線回帰式を最小自乗法により求めた結果
が図ー15である。対面建物が角地に建っている場合，片
(5) 
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隣りは道路であるため建物がその部分にはなしそれだ
け日照を受け易くなる。そこで，例数の比較的多い対面
建物1階建のものについては.対面に建物が連続して建
っている場合と対面建物が角地の場合に分けて別々に回
帰式を求めた。回帰式を次に示す。
南向窓、で対面建物が1階建連続の場合
遮蔽物が腐のとき y=67 xー 76 1'=0.58 
遮蔽物が棟のとき y=5.5x +325 l' =0.23 
南向窓で対面建物が1階建角地の場合
遮蔽物が舟のとき y=87x-39 1'=0.61 
遮蔽物が棟のとき y=4.9x +402 l' =0.6 
南向窓で対面建物が2階建連続の場合
遮蔽物が廟のとき y=35x -95 l' =0.49 
遮蔽物が棟のとき y=6.3x ，232 r =0.62 
東西向窓で対面建物が1階建連続の場合
遮蔽物が腐のとき y=21x-1l r=0.71 
遮蔽物が機のとき y=1.5x+120 r=0.43 
東西向窓で対面建物がl階建角地の場合
遮蔽物が廟のとき y=43x-0.4 r=0.78 
遮蔽物が棟のとき y=0.4x +179 r =0.44 
東西向窓で対面建物が2階建連続の場合
遮蔽物が廠のとき y=12x-9 r=0.7 
遮蔽物が練のとき y= 1. 6 x + 107 l' =0.65 
但し y=笑損Ij日照時間(単位:分)
x=実iUlj隣棟間隔(単位:m} 
(!容から対面建物腐までの水平距離)
r=相関係数
対面建物が角地に建つ l階建の場合，隣棟間隔が約6
m以内では，南向窓で約90分-120分，東西向窓で約30分
-90分.隣棟間隔が約6m以上の場合は南向窓で約30分
-90分，東西向窓、で約30分-50分，対前建物が連続して
いる場合よりも夫々日照時間が長い。
遮蔽物のl!P角と日照時間の関係の函乱用式から建物の棟
高.府高の中央値を用いて水平距離を計算し， 日照時間
と隣棟間隔の関係を描いた図ー14の尚線と，図ー15の回
帰直線は図ー14が隣棟間隔，対面建物高さの区別なく全
測定結果から求めたものであり，一方図ー15は隣棟間隔，
対面建物別に直線回帰させたものであるが，ほマ一致す
る。
2.3 地図上の隣棟間隔と日照時間の関係
住戸や住棟の配置計固などを行なうとき.主在者ー らが求
めた回帰式又は回帰線(図ー14，図ー15)を用1，.'，地図
上で決めた隣棟間隔に基づいて日照時間を推定した場合，
どの程度の精度を有しているか調べるため，今回日 l照時
間を実測した各住戸の隣棟間隔と対面建物の階数を縮尺
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(直線回帰)
メ。∞の地図上て'計測し，その隣棟間隔と実調Ij日照時間の
関係をグラフ上にプロソトした。隣棟間限が長くなる程
隣棟間隔が変化した害Ijには対面建物の形成する仰角が変
化しない点を考慮、して，隣棟間隔を 0-lm， 1-2m， 
2 -4 m， 4 -8 m， 8 m以上に区切って夫々の日照時
間の中央値も求めた。これらの結果を図ー16-図ー19 に
示す。尚，図にはま在者らの回帰線も併せて示した。いず
れの回帰線を利用しても，地図上の隣棟間隔からかなり
良い精度でもって日照時間を求めることが出来ることが
わかる。回帰直線を用いて得た日照時間と実iO1j日照時閉
め中央値との相関係数は，南向窓で対面建物l階建のと
き0.998，南向窓で対面建物が2階建のとき0.994，東西向
窓で対面建物が1階建のとき0.993，東西向窓で対面建物
が2階建のとき0.999，である。回帰曲線を用いて得た日
照時間と実測日照時間の中央値との相関係数は，南向:容
で対面建物が1階建のとき0.989，南向:容で対面建物が2
階建のとき0.996，東西向窓で対面建物が1階建のとき
(6 ) 
中恨他:日照に関する研究
0.999.東西向窓で対面建物が2階建のとき0.984である。
用車棟間隔の全区間についてみると，回帰直線を用いた方
が回帰幽線を用いるよりや、相関はよい。しかし.隣棟
間隔5m以内の場合は回帰曲線を用いた方が相関が少し
よくなる。
3. タイプjlJ日照時間によるケース・スタデイ
図-15からタイプ別の日照時間を求めると， 表-2の
ようになる。それを使って庄内北部地区全体の住宅の l
階部分について日照評価を行なう。尚，その作業につい
ての注意事項を付記しておし
(1)〆酬の地図により憐練間隔.聞東建物の階数を鯛べ
各タイプにあてはめて評価する。
(2) 二面以上の関口部のある場合は.それらを総合した
ものとして評価する。
(3) 住宅平面に凸凹があり.隣棟間隔がー率でない場合
には比例配分で評価する。
また.かど池の場合には次のように考える。対面建物
がl階で，南日照の場合では 2時間，東西日照では 1時
間加算して考える.対面建物が2階のときli.それぞれ
半分になる。
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(4) r一戸建J，r長屋」の場合は，住戸単位で評価する。
(5) r文化住宅」の場合は.練の総日照時間を計算し住戸
数で平均したものを棟単位で表わす。
(6) r木賞アパー ト」においては.中廊下形式として扱い
両側からの平均時間を棟単位で表わす.
その結果を住宅形式別にみてみると， r 1戸建J li， 
比較的街区も重量っており道路率も高いため， 4時間以上
の日照時間のある例が44%あり条件としてはよい。
「長屋」の場合は， 2 -4時聞が53%あ1)， 2時間未満
と4時間以上はそれぞれ20%強である.これは.東西道
路に平行に僚が速なっているものが多しそれも二列に
並んでいるものが多いため，北側は会〈日照がなくなっ
ている。 r文化」も「長屋J と大体同様の傾向を示すが
やや日照条件が悪くなっている。住宅のプランからみて
も台所や玄関が道路側にあることが多し居室に対する
実際の日照は悪いと恩われる。
rR CJも「文化」と大体閉じであるが， 2時間以下
が46%あり， r文化J よりやや悪い。
「木賃J li， 2時間以下が80%もあり非常に悪い。こ
れは.隣棟間隔が 1mぐらいで数練が隣接しているため
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表-2 1イプ別日照評価基準 (1階、冬至)
隣棟間隔
対函連 東西日照
日mIJI寺問南日照 BflI.勝間物階段 タイプ タイプ
8m以上 x. 2.5hour Y。 6.5hour 
4-8m 
X， 2 y， 5.5 
2 x. 1 y， 2 
2-4m 
l 〉ら 1 Y3 2 
2 x. 0.5 Y. 0.5 
1 〉ら 0.5 Y5 。1-2m 
〉ゐ2 。 Y. 。
1 m未満
l X， 。 y， 。
2 〉ら 。 Y. 。
であろう。以上の結果をまとめると， 図-20のようにな
るのこれらのことから.，主内北部地区で日照条件の悪い
ものは r木賃ァ，マー 卜 lて二 そのよ大に rRCァ，マート l
「文化住宅 J r長尽lの順であった
結鎗
本研究で得た結果を要約すると次の通りである。
(l) 住居地域においては，対面建物の階数にか ‘わり な
〈対面建物の仰角でもって日照時間は決まる(図-6， 
図ー 7)。日照時間(y .単位:分)と対面建物の仰
角(x 単位:皮)の一次回帰式は
南向窓、の場合 y= -9.9 x +534 r = -0.953 
東西向窓の場合 y=-2.4 x +165 r =-0.973 
となり，かなり良い相関が得られた。
(2) 日照の遮蔽物となる割合は腐が57%と最も多<.次
いで棟33%，壁その他10%である。また遮蔽物の仰角
が25.-30.附近で遮蔽物となる対象が対面建物の屋
織の僚から府に移る(図-9，図ー10)。
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(3) 縮尺ぷ0・の地図上で計った附車問爾(x)mと日照遮
蔽物までの実証湖水平距際(y)mの回帰式は，遮蔽物が
対面建物の府の場合と棟の場合について夫々
腐の場合 y=1.13x -0.3 
練の場合 y=1.08x+3.5
r =0.985 
r =0.984 
を得た。住宅建築の場合， 棟と廟の水平距維は約4mあ
る。またxo∞池図上の隣棟間隔li府位置での隣棟間隔と
はず一致する(図ー11)。
(4) 住宅建築の棟の寓き，腐の高きの中央値として， 1 
階建の場合， ~東高 4.5m，府高 2 . 9m ， 2階建の場合.
機高6.8m，府高 5.6mを得た(図ー12，図ー13)。
(5) ぷ加地図上の際機関隔と筆者らが導いた回帰式，回
帰線から求めた日照時間と，実測日照時聞の隣練間
隔別の中央値の問には，いずれの場合もかなり良い相
関 (相関係数約0.99)が得られた (図ー14，図-15)
本研究の実測調査には，市大生活科学部研究生西村正
裕氏.中国幸逮氏及び住居機構学研究室の学生.伊藤{聖
子，宇野千鶴，小川典子.尾山陽子，野口京子，平井n
弓の銘君の多大の助カを受けま した。おわりに当1)，こ
れらの諸氏に感謝の意を表します。
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